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1.2. 1.2. 20020077年年33月期の業績見通し月期の業績見通し

連結ベースでは、移動通信事業の好調により、東京電力のFTTH事業統合の影響を
吸収し、期初予想に対し、増収・増益の見通し。

売上 ： 32,930億円 → 33,300億円 （+ 370億円）
営業利益 ： 3,180億円 → 3,420億円 （+240億円）

- 移動通信事業： （+ 350億円）
- 固定通信事業： （▲ 90億円：FTTH事業統合の影響）

主な理由

au ARPU ：6,580円 → 6,600円 （+ 20円）
au 解約率 ：1.39% → 1.07%    （▲ 0.32ﾎﾟｲﾝﾄ）
移動通信事業累計契約数 ：2,744万 → 2,820万 （+ 76万）
ツーカー同番累計移行数 ： 161万 → 211万 （+      50万）

ツーカーの2008年3月末サービス終了に伴い、約360億円の減損損失の計上を
見込むが、当期純利益の見通しは1,860億円で変更なし。

設備投資の見通しは、4,500億円で変更なし。

期初予想→今回予想（増減）
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（注）数値はセグメント表示があるものを除き、全て連結ベース。
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